
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊中の未来を描こう！！ 
か ん ば ら こ う い ち ろ う 

神 原 宏 一 郎 の 

つ な が り 通 信 
 ～生活・社会そして人・・・すべては政治とつながっている～ 

発行2025年6月 

ＶＯＬ．224 
 

第８３代 

豊中市議会 

副議長に 

選出されました。 

 

豊中市議会議員 

無所属 

6月定例会個人質問予定！！

皆さまのご意見・ご感想をお聞かせ下さい。 

メールアドレス：young_spiritjp@yahoo.co.jp 

①働きたい、働き続けたい職場 

～持続可能な質の高い市民サービスの提供を目指して！！～ 
昨今、働き手不足、担い手不足が至る所で課題とされ、今後、ますます深刻化することが想定  

される中、質の高い市民サービスの提供や、市民が安心安全に住み続けるための施策や事業の 

展開を持続していくためには、優れた人材の確保は本市にとっても最重要課題の一つです。  

豊中市役所を就職先や職場として、肯定的、好意的、魅力的に捉える方が多ければ多いほど、  

市役所で働く職員の意欲や向上心、ホスピタリティが上がり、結果的に、市の魅力や市役所に  

対する市民の評価も向上するのではないでしょうか。 
 

Ｑ１．就職先としての豊中市役所に対する評価や魅力について、どのように把握、分析しているのか？  
 

Ｑ２．新卒採用、中途採用のここ数年の応募倍率や内定辞退率等の推移は？  
 

Ｑ3．定年前早期退職者数のここ数年の推移は？主だった早期退職の理由は？ 
 

Ｑ４．退職者の多い年齢層や平均勤続年数、退職理由、職場や役職などで見られる特徴や傾向は？ 
 

Ｑ5．職員の中途退職、早期退職に対する市の見解と課題認識は？  
 

Ｑ６．豊中市役所で働きたい、働き続けたいと思う人を増やす工夫や手立てをはじめ、優れた人材の   

確保や育成のために取り組まれていることは？ 
 

②ひきこもり支援 

～潜在的な要支援者の発見や把握が鍵！！～ 
厚生労働省は、ひきこもりの方やその家族の支援を強化するため自治体向けの指針を新たに   

策定しました。従来は就労や社会参加など「自立」を支援のゴールと捉える傾向にあったのに   

対し、当事者本人が自身を肯定して主体的に意思決定できることを「自律」と位置付け、            

「目指す姿」としました。 
 

 

Ｑ１．本市が把握や支援しているひきこもりの方の人数やここ数年の推移は？ 
 

Ｑ２．市として、今回の新指針の意図やねらいをどのように捉えているのか？  
 

Ｑ３．これまでの自立支援、ひきこもり支援に対する評価と課題認識は？ 
 

Ｑ４．対象者の捉え方の見直しで、ひきこもり支援の対象者がどれくらい増加すると見込んでいるのか？ 
 
 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%8F%82%E5%8A%A0&fr=link_kw_nws_direct&fr2=cid_a49259c62de8a92917f6509ab7eddc42ae7916f0


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフォメーション 

◆本会議（個人質問） 午前１０時（23日のみ 11時）から 

  6月 18日（水）、20日（金）、23日（月） 

神原宏一郎の個人質問は、２０日（金）の予定 

※変更する場合もございますので、議会事務局まで 

ご確認下さい。（議会事務局議事課：℡：06-6858-2633) 

本会議・個人質問共にインターネット中継配信中！！ 

https://toyonaka.media-streaming.jp/live/ 

 

豊中市議会 6月定例会の予定 
   

◆各常任委員会 午前１０時から 

6月 5日（木）建設水道常任委員会 

6日（金）市民福祉常任委員会 

9日（月）文教常任委員会 

10日（火）総務常任委員会（神原所属） 

 

http://msp.c.yimg.jp/image?q=tbn:ANd9GcSUg2-umGVCjfqjFYGInVOACk8Ik2IWRlqtQ8Ui7zXchEocKWeQhGsxVX2dOw:http://www.takara.ac.jp/images/icon_facebook_02.png

神原宏一郎事務所(前向きひろば) 
〒560-0021 豊中市本町 3-1-20エルビル 2階 
ＴＥＬ＆ＦＡＸ：6854-5664  
平日（土・日祝日は除く）の 10時から 17時はスタッフがおります。  

ｙoung_spiritjp@yahoo.co.jp 
http://positive-square.sakura.ne.jp/ 
※この通信物は、政務活動費を使用し発行しています。 

発行元 大阪維新の会・無所属議員団（神原所属会派） 

〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 6858-2525(代表) 
 

③下水由来のバイオガス燃料の活用 

～脱炭素社会の推進を目指して！！～ 
神戸市内の下水処理場で精製したガスをパナソニックエナジーがトラック輸送に使うことで、 

下水ガスは二酸化炭素（CO2）の排出をゼロとみなすことができ、物流における脱炭素の         

手段として浮上する可能性があるとのことです。 
 

Ｑ１．本市が所管する原田処理場と庄内下水処理場での汚泥の処理方法は？  
 

Ｑ２．現状の汚泥の処理方法を採用した経緯や理由は？  
 

Ｑ３．脱炭素化の推進、物流と下水を結びつける可能性という観点で、本市として下水汚泥から発生する

バイオガスの精製や精製したバイオガスの活用に対する上下水道局の評価は？  
 
 

④子どもの居場所、体験施設の誘致 

～民間のアイデア、ノウハウの積極的活用を！！～ 
本年４月に、三井住友銀行旧板橋中台出張所跡に『アトリエ・バンライ－ITABASHI－』が開設     

されました。子どもたちの学びや体験を支援する場で、施設内には、約４０００冊の本が        

壁一面に並び、大型スクリーンや演台ステージも設けられています。また、こども食堂や食育    

体験プログラムなどが開けるダイニングスペースもあります。施設の利用対象者は板橋区内    

在住の小学４～６年生の児童で、開館時間は１４時～１８時。原則として利用は無料です。 
 
 

Ｑ１．『アトリエ・バンライ-ITABASHI-』に対する市の評価は？ 
 

Ｑ２．三井住友銀行阪急曽根支店が７月４日に営業終了の予定だが、移転後の土地や建物の活用に  

ついて、市は把握しているのか？  
 

Ｑ３．当該地でも同様の施設を開設して頂くことを三井住友銀行に打診や要望してはどうか？  
 

Ｑ４．子育て世代を中心に市民から児童館設置の要望が上がる中、公設公営にこだわる必要はなく、  

機会があるごとに、子どもの居場所や体験施設の誘致を民間事業者に積極的に働きかけてはどうか？ 
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